
▲サミット新潟宣言発表後、握
　手を交わす（左から）篠田新
　潟市長、中宮七飯町長、新井
　満氏、眞鍋西条市長代理

▲音楽祭で美しい歌声を披露する西条
　葵コーラスの皆さん（指揮は秋川暢
　宏氏）

満員の会場1500人による大合唱で迎えた音楽祭フィナーレ

　

昨
年
８
月
24
日
に
発
生
し
た
今
治
市
の

笠
松
山
山
林
火
災
に
お
い
て
、
夜
を
徹
し

て
の
活
動
で
延
焼
の
拡
大
を
食
い
止
め
た

西
条
市
消
防
団
の
功
績
に
対
し
、
消
防
庁

長
官
か
ら
褒
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
褒
状
は
、
消
防
団
の
地
域
活
動
の

中
で
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
顕
著
な

活
動
を
行
っ
た
全
国
21
消
防
団
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
、
２
月
25
日
㈬
に
東
京
の
日
本

消
防
会
館
「
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
」
に
て

表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
岡
本
保
消
防
庁

長
官
か
ら
西
条
市
消
防
団
の
藤
田
修
団
長

に
褒
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
２
日
㈪
に
は
藤
田
団
長
が
今
回
の

受
賞
を
報
告
に
市
役
所
を
訪
れ
、
伊
藤
市

長
は
、
笠
松
山
山
林
火
災
の
延
焼
を
食
い

止
め
た
消
防
団
の
一
糸
乱
れ
ぬ
連
携
し
た

消
火
活
動
を
称
え
て
い
ま
し
た
。

　

名
曲
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
ゆ
か
り
の
新
潟
市
（
作
曲
家
・
新
井
満

氏
出
身
地
）、
北
海
道
七な

な
え飯

町
（
同
曲
誕
生
地
）、
西
条
市
（
テ
ノ
ー
ル

歌
手
・
秋
川
雅
史
氏
出
身
地
）
が
連
携
し
、
こ
の
歌
を
テ
ー
マ
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
、
２
月
13
日
㈮
・
14
日
㈯
に
新
潟

市
で
「
千
の
風
サ
ミ
ッ
ト
・
音
楽
祭
」
が
開
催
さ
れ
、当
市
か
ら
は
「
千

の
風
に
な
っ
て
」
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
や
西
条
葵
コ
ー
ラ
ス
、

秋
川
暢
宏
さ
ん
（
雅
史
氏
実
父
）
な
ど
総
勢
34
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
各
市
町
で
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
紹
介
や
意
見
交
換

な
ど
が
行
わ
れ
、
今
後
の
３
市
町
の
よ
り
強
い
連
携
・
交
流
を
深
め
る

べ
く
、「
サ
ミ
ッ
ト
新
潟
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

音
楽
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
新
井
満
さ
ん
と
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
Ｙ

Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ａ
さ
ん
も
参
加
し
て
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
を
大
合
唱
し
、
一

つ
の
歌
で
つ
な
が
っ
た
絆
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
ま
し
た
。

　昭和15年から40年の長きにわたり、学校教育に
携わり、この間、神拝小学校長等の要職を歴任さ
れ、生徒の健全育成および教育環境の発展に多大
な貢献をされました。

　このたび、次の方々が平成20年度愛媛県政発足記念日
知事表彰を受賞されました。

商工労働観光功労

愛媛県商工会議所連合会副
会頭・西条商工会議所会頭

伊藤剛吉氏（喜多川）

元愛媛県建設業協会理事

伊藤善文氏（氷見丙）

県政発足記念日知事表彰

建設功労

西
条
市
消
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団
に

消
防
庁
長
官
褒
状
を
授
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笠
松
山
山
林
火
災
の
消
火
活
動
を
称
え

▲消防庁長官褒状の受賞を報告に市役
　所を訪れた藤田団長（写真中央）
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